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は じ め に

都市化の現象は,19世紀初頭 ヨーロッパに始まって以来,今日では世界各地に広が りつつあ

る｡ 実際,世界の都市人口 (2万人以上)の総人口に対する割合は1800年当時 2.4%にすぎな

かったのが,1950年には20.9%,1960年には27.1%に増加している｡ そ して1950年についてみ

ると,世界都市人口の33.8%がソ連を除くアジア地域に分布しており, ヨーロッパの27.5%を

上回って最も高い ｡2)そのなかで東南アジアがしめる比重は, かなり遅れるとしても,戦後の

変化にはいちじるしさが見出される｡ たとえば,東南アジア6カ国の主要都市の人口は1947年

から1960年までの問に約1.7倍に膨張した｡3)

都 市 化

そこでタイ国に限って都市化の進行状況を眺めると,市部人口の全人口に対する割合は1947

年に9.9% (173万人),1960年に12.5% (327万人),1967年に14.4% (467万人)とふえ,その

*京都大学東南アジア研究センター

1)本稿は,1972年6月から1973年2月にかけて,バソコク連絡事務所滞在期間中に行なった村落調査の報

告である｡ この村の部落 N0.4と N0.6については,クマサ-ト大学の YutSakdejayont氏が ｢工業化
が村落社会に及ぼす影響｣と題する共同研究 (当センターのほかに東南アジアからほ,Yut氏,イソドネ

シア大学の Koentjaraningrat氏,マラヤ大学の MokhzaniAbdulRahim 氏, フイリピィソ大学の R.

SantosCuyugan氏とManuelBonifacio氏が各国を担当)の一環として,すでに調査しており,その中
間報告は当センター DiscussionPaperNo.65に著わされている｡ しかし共同研究では,適時的な研究

を目ざしても,技術的な面で限界が感じられたので,/:ソコク滞在の機会を利用して,これを補うために

過去15年間についてオム･ノーイ村全体の変化の過程を明確にする事象について資料を収集する方法を採
用した｡

2)Moore,WilbertEandNeilJ.Smelser(ed.).UrbdnizaiioninNewlyDevelopingCountries.Gerald
BreeseBureauofUrbanResearch,PrincetonUniversity,1966.pp.19-20.

3)McGee,T･GITheSoutheastAsianCity.NewYork:FredericA.Praeger,1967.p.81.
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水野 :工業化と村落の変貌 (I)

期間の増加率は約5%である｡4)1960年当時 この国の都市人口比は世界の平均的標準にはとて

も及ばなかったけれども, 増加率は同じ程度に達しているところをみると,都市化の進行もそ

れだけ激しかったものと推察される｡

しかしながら,こうした戦後の急速な全国的都市化現象は,地方都市の未発達の上に襲える

首都の政治的,経済的,文化的優越性という戦前からの歴動称事実をねぎにしては理解しがた

い｡この′酎こ注目すると幾つかの特徴が明らかになる｡ 第-は規模別による都市の数的分布状

態である｡ 実をいうと戦前は都市といっても,人口5,000人以下の行政市が圧倒的多数をしめ

ており,1947年では71.5%であったが,1960年には47.1%,1967年には35.3%と減少している｡

これに対して戦前5万人以上の地方都市はチェンマイのみであり, 2万から5万人までの行政

市は1947年では4.4%にすぎなか った/浴,196O年には16.8%,1967年には27.8%と上昇を続け

ている｡5)規模の点からみて,都市らしい地方行政市が成長しはじめたのは1950年代の終りに

なってからのことである｡

膨 張 と 拡 大

このように地方都市の成長には無視Lがたいものがあり,1967年には5万人以上の地方行政

苗が幾つか出現している｡ しかし,その比重は首都の発展に比べると低く,都市化の実質的な

役割は首都のみが演じてきたといっても決して過言ではない｡これが第二の特徴である｡

実際,首都大バンコク (GreaterBangkok)の人口は1947年に78万であったが,1960年には

170万人,1967年には261万人に達し,年間約6%余りの増加率で膨張しつづけていた｡ この

間,都市人口全体の増加率は約5%であったから,地方都市の人口の増加にもかかわらず他方,

首都の膨張はそれを上回って年 ,々地方との較差が大きくなる傾向が見出される｡ すなわち都

市人口全体の中で首都がLめる割合は1947年45.0%,196()午52.0%,1967年55.9%とふえてい

る｡8)

諸機能の大バンコクへの集中もいちじるしい｡ 首都として中央諸官庁が存在することはいう

までもないが,経済的にみると, たとえば 1966年の全国事業所数は約29万であったが, その

中で首都の比重は従業員1()人未満については16.6%にすぎないが,10-50人では49.3%とな

り,50人以上では72.7%となって規模が大きくなるにつれで首都への集中度が高い｡ また,

1968年に新しく創設された事業所2,177件のうち, 1,127件 (51.8%)は大バンコク内に見出さ

れる｡ 文化的にみても,全国学生数のうち89.6% (34,343人)が首都の6大学に集中し,残る

4)SiatisiicalYearbook1963,1970-1971,NationalStatisticalOffice,Thailand;ThailandPopulation
Census1960,ccntralStatisticalO餓ce,Thailand.
5)Goldstein,Sidney.UrbanizaiioninThailand1947J967,InstituteofPopulationStudies(Research
ReportNo.2),ChulalongkornUniversity,1972･p･4･
Blanchard,Wendell,etdl.(ed,).Thailand,ItsPeople,ItsSociety,ItsCulture,HumanRelations
AreaFiles,1958.p,53.
6)SiatisticqlYearbook,ob.eit.;PopulationCensus,op.cit.
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東南アジア研究 11巻4号

10.4%が地方の3大学に分散している｡7)

第三に,このようにして膨張した大バンコクの人口や機能は 今日従来の都市の境域をこえて

そo)周辺の広い範囲におよび, 首都と密接な関係をもつ地域, すなわち大 バ ンコク首都圏

(GreaterBangkokMetropolitallArea) を形成 しつつある｡ その徴候は すでに1956年から

1960年にかけての首都と周辺部の人口移動や厨住密度にあらわれていろ｡

首 都 圏

大/:ンコク首都圏はプラナコーン, トンブリ-,サムット･プラカ-ソ, および ノンタブリ

-の4県にまたがり, 大バンコクを中心にして南はサムット･プラカーン市,北はバーン･ブ

7 ･トーソグ市を含む約50キロ,メナム川の東約20キロ,酉約15キロぐらいの範囲をさしている

(図1)0 1956年,首都圏の人口は190万であったが,そのうち130万人が大バンコクの行政境域

内の中心部90平方キロに集中していた｡8'

ところが1960年までの4年間の人口動態をみると,都心部の人口流出が目立つが, 他方,坐

体としてほとんど増加せず減少をきたしている区域もある｡ 都心部の人口密度は 1平方キロ当

り25,000-100,000人である｡ それに反して, 周辺部では4年間に多数の人口が流入したため
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図 1 大 バ ン コ ク首 都 圏 と西 那

7)StatisticalYearbook1970-1971,09.cit.
8)Sternstein,Larry.GreaterBangkokMetropolitanArea,PopulationGrouJth& Movement1956-
1960,InstituteofPopulationStudies(ResearchReportNo.3),ChulalongkOrnUniversity,1971.p.5,
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水野 :工業化と村落の変貌(r)

にどの区域も人口の増加が明白であって, 1960年には人口密度2,000-25,α)0人くらいの密集

地帯を形成するに至った｡ しかも,その地理的範囲は大バンコクの行政境域外にはみ出して拡

大 している｡その規模は都心部をも含めると約 130平方キロとなり, ここに首都圏人口230万

人U)うち16O万人が集中していたo これに続く締集地帯の外側については 大バンコクから放射

状に走る幹線道路に沿って明らかに流入人口による増加がみられ,1960年当時,人口密度500-

2,000人の地帯になっていた｡それに反 して道路から隔たった内部農業地帯では,かなりの流出

人口がみられ,人口密度は500人以下であった｡9)大バンコク首都圏はこうした形態的特徴を押

し進めながら今口まで発展しつづけてきたものと思われる｡

調査地オム･ノーイ村 (TambonOmNoi)はサムット･サ-コーン県 (ChangwatSamut

Sakhon)にあり,今まで述べてきた大バンコク首都圏から少し酉にはずれている (図1参照)0

しか L, この村は トンブリーとナコ-ソバ トムを結ぶ主要幹線道路にまたがり,1960年頃から

大バンコクの影響を直接こうむって社会的,経済的に次第に首都圏内にひき入れられつつあり

現在では村の中心に小さな工場町が形成されようとしている｡ 当村は大バンコク首都圏に近い

農業地帯にできた小さな都市的飛地を中核にして変貌Lつつある村落である｡

l 調 査 地 と 周 辺 地 域

首都大バンコクの後背地を形成する中部平野a)デルタ部は, もともと19世紀後半に入って画

期的な運河開発が進展するに伴い,商品米の生産を目ざして急速に水田化した地域である｡ デ｢

ルタ下流部, メナム川とクーチン川 (ThaChin) の間に広がる水田地帯も,やはりこうした

歴史的発展の一端を担ってきた地方とLて, きわめて重要な地位をしめ,その意義は今もなお

変わらない｡それどころか 戦後さらに農業技術の改良と普及によって商品米の生産地としてま

すます発展してきたとみなしうる｡ ところが 他方この水田地帯を東西に拭いて首都大バンコク

とナコ-ン′くトム市を結ぶ幹線道路ペット･カセ-ム (PhetKasaem)に象徴されるように,

1950年代末の新しい産業化政策を契機として始まった首都の膨張は, さきに述べたように近年

とみにいちじるしく, そのことが地方にも急激な変化を引き起こしつつある ことも明 白であ

る｡ そして変化の激しいところでは農業そのものを放棄し,従来とは違った方向に発展しなが

ら積極的に変化を押し進めようとする傾向がうかがえる｡ 調査地オム･ノーイ村はまさにこう

したたぐいの村である｡

位 置 と 景 観

村の中心は トンブリ-中心街から国道ペット･カセ-ムを約25キロ酉に向か-)たところにあ

る｡さらに西に進むと約9キロの地点でターチソ川を渡り, そこからナコ-ソバ トム市までほ

20キロあまりである｡ 村の中心は三叉路をなしてお り, 河道ペット･カセ-ム と県道 セ-メ

9))bid.,pp.6,7,9and12
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キット(Sedthakit)が接合する｡ 県道はそこから南に延び,約20キロでサムット･サーコー

ンの市街地に到達する｡

オム･ノーイ村 (tambon)は三叉路を中心にして東西, 南北とも約5キロにわた-,て広が

っている(図2)｡郡役所の統計によると1973年 1月現在, 村の世帯数は1,182軒,人口7,000人

図 2 オ ム･ノ ー イ 村

あまりである｡ 村は13の部落 (mubaan)から構成されているが,密集した帯状の集落は2部

落しかなく,その他は散村的傾向が強い｡ したがって主要道路から内部を展望しても,ところ

どころに起伏のある平坦な広い土地に水田や荒廃地や木立が目に映るのみであって,集落や家

最らしいものにはほとんど気付かない｡ しかし国道や県道ぞいに目を転 じると,こうした田園

風景を背後に家屋,工場,商店, ガソリン･スタンドなどが断続的に立ち並び,三叉路には開

業したばかりの銀行が印象的であって純粋に農村的な感じを与えない｡町でもなければ村でも

ないような景観はオム･ノ-イ村の変わりつつある側面を物語っている｡

村の西側はナコーン/くトム県のサムプラトン郡 (AmphoeSamPhran)に接しているが,

国道ぞいでも県境から酉は景観が一変して水間が連続し, ところどころに果樹園がみられる｡

村の東側は トンブリ-県のノ-ソグ･ケ-ム郡 (AmphoeNongKhaem)に接し,ここでも水

田が展開するが,やがて人家が現われパシィ一･チャル･-/の町に入る｡ そのあとトンブリ-
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水野 :工業化と村落の変貌 (I)

市街までは町的色彩の強い景観が続く(〕

村の南側は同じ郡内の グラトクム･ベーン村 (TambonKrathum Baen)に接し, オム･
′

ノ-イ村的景観は村境を過ぎて南に進んでも2-.3キロ続く01860年代に開削されたパシィ一

･チャル-ン運河 (KhlongPhasiCharoen)はそこからすぐ南を東西に走り,郡役所は運河に

而して県道とタ-チソ川U)間にある｡ 運河から南へ約10キロは水田の広がる田園風景が再び展

開するが,ついで擢木の茂る起伏がしばらく続く｡ 丘陵部の南側は水田にとほしく,それにか

わって塩田が海岸線に沿って発達 している. サムット･サーコ-ン0)市街はターチソ川の河口

にある｡

県 下 の 農 業

サムット･サーコ-ン県はタ-チ'/川を挟んで海岸に沿･)て東西に広が り,面積840平方キ

ロ,人口約20万である｡ 行政的には県庁所在地市街を令書)ムアング郡 (AmphoeMuang),グ

ラトryム･ベーン郡 (AmphoeKrathum Baen), およびバ-ン･ペ-ウ郡 (AmphoeBan

Phaeo)に分かれ,調査地オム･ノーイ村はグラトゥム･べ--ソ郡を構成する10カ村の一つで

あり,県内では海岸線から最も遠い北の端に位置している｡ そ して村の中心から北10キロのと

ころには,1850年代に開削された幹線運河マ--･サワット(KhlongMahaaSawat)が東西

に走る｡つまり調査地はデルタ下流部の中央,メ-チソ川よりに位置する｡

ムアング郡はク-チソ川をまたいで東西に細長 く横たわF),面積は広く480平方キロ,県

全体の57%をしめる｡ しかし,その大部分は丘陵部と海岸低地部であるために,耕地率は低く

44%にすぎないし,水田も塩分が多ぐこ被害を蒙 りやすい｡ 農家人口も少なく,1965年当時

その割合は37%ときわめて低い｡ 当郡の主要産業は農業ではなく,漁業,製塩業,海産物加

工業にむけられており,その他に家鴨を飼育したり,ニッパ郁子や製炭用の樹林を営む者がい

る｡10)

グラトゥム･べ-ソ郡はタ-チソ川の凍,メ-ソ･べ-り郡は酉にあって,両郡 とも丘陵

部の北側をしめ農業に適している関係上,同郡とも耕地率は高く約90%を示している｡ ただ両

者をくらべるとバ-ソ･ペ-ウ郡は全体として低地部にあり,洪水に悩まされることが多いし,

稲作以外の作物として唐辛子,ねぎ,西瓜のような疏菜が多い｡ これに対 してグラトゥム･ベ

ーン郡は微高地をも含み, 稲作以外に甘橘類,バナナ,ココ郁子などの栽培がみられるO この

郡の面積は121平方キロ,人口32,702人でバ-ソ･ペ-ウ郡より規模は小さい｡しか し人口密

皮,非農家人口の割合,平均保有地両横についてみると グラトゥム･ベーン郡のほうがきびし

く,それぞれ1平方キロ当り270人,46%,21.5ライの値を示すのに対して, メ-ン･ペ-ウ

10)ChanguJat･AmbhocSiatisiicdZDirectory,DepartmentofLocalAdministration,USOM,National

StatisticalOfnce,1965.p.67.

SdmutSdkhonCityPZanfor2533(inThai),OfhceofCityPlanning,1960.pp.1-10.
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郡では240人,30%,26.7ライとなっている｡11)

調査地オム･ノーイ村を含むグラトゥム･ベーン郡は昔から県内の米所であって,ムアング

郡やバソコクに輸出しうるほどであったO ところカリ二に見たように農業の発展状況という点か

ら眺めると,1965年当時すでに相当きびLいもU')になっていた｡耕地は何十年も前にすでに開

拓 しつくされ,人口増加に伴って経営面積や保有面積も低くなったが,それでも農地は不足し,

増加分は非幾業的な職業に就 くという状態に到達していた｡ そしてオム ･ノーイ村のように,

それが首都圏の拡大と薗按かさなるようなところでは, 急激な変化が引き起こされたとしても

何も不思議なことはない｡

Ⅱ 変 動 の 時 期

オム･ノーイ村の歴史を知る直接の資料ほとばしい｡それでも社会経済史や県史のなかに位

置づけるなら,村の発展にかんしてかなり明確な像が浮かびあがる｡

現在,県庁のあるサムット･サーコ-ソ,})町を中心とする一帯は,すでにアユ タヤ朝の と

き ｢ムアング･サーコ-ソ･ブ1)-J (MuangSakhonBuri)と呼ばれ, チ ャクラパ ッ ト

(chakkraphat)王の治世に (1548-1568), ビルマ戦争にさいして兵力を徴集するのを契機

としてアユタヤ朝の支配下におかれて以来,しだいに政治的,軍事的, 産業的重要性をおびる

に至 り,交通網としての運河の開発にたえず多くの関心が払われていた｡

運 河 開 削

県内の4幹線運河のうち最も古いのはて-～チ ャイ運河 (KhlongMahaChai)で,南の

丘陵部を東西に走って トンプリーとサムット･サ←コ-ソ捌 けを結び, メ-チソ川に通 じる

(図1参照)｡この運河の開削の歴史は古く, プラサー ト･トング王の時代にさかのぼり,1645

年にほじが)て着工された｡ しかし6.8キロの工事を終えたのみで王の崩御とともに中断され,

長く放置されたままであった｡ ところが181t瑚己に入って再び注目をあび,1705年ブラ･チャオ

･スア王が手懸けたのを,つぎのタイサ王が親王プラ･ラーチャソソクラームに命 じて掘削工

事にあたらせ,1722年にようやぐ完成の口を迎えた｡工事には3-J1人の審役労働が使用された

といわれる｡12)

第二0)スナッグホーン運河 (KhlongSunagHon)はさきの運河を西に延長してメークロソ

グ川河口のサムット･ソソクラ-ム (SamutSongkhram)と結びつけるために,1829年ラー

マ二世が華僑労働者を使って開削させたものである｡ 掘削工事には6年を費やしたといわれる

が,おそらく毎年乾季に2-3,()00人の労働力が投入されたであろうと推定されている｡開削の

ll)Changwdt･AmbhoeStatisticalDirectory,op.cit.,p.67.

12)Hubbert,V.Robert.CanalsoftheChaoPhrayaRiverDeltainThailand,(mimeograph)1967.pp.
23-25.
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意図は明らかでない｡ しかし,その機能はメ-クロング川流域の物産,こしょう,砂糖,タバ

コ,塩などをバンコクにたやすく輸送するとともに,他方,防備上必要のある場合にはすみや

かに兵力を沿岸域砦郡市に送りうることにあったらしい｡13)

県内の北部を東西に走る第三のダムヌ-ン･サ ドワッグ運河 (KhlongDamnoenSaduag)

とパシィ-･チャル-ソ運河 (KhlongPhasiCharoen)は, ほぼ同じ時期に開削された幹線

運河で,ラ-マ四世モンクット王が計画した数々の運河建設の一つである｡ 前者は1867年に着

工され翌年に完成したが, その費用の3分の2は兵部卿チャオ･プラヤ-･シィ-･ス-リウ

ォングが負担し,そのかわりに運河沿岸の無主地を占取することが許された｡残り3分の1は

国王の下賜金でまかなわれた｡第四のパシィ-･チャルーソ運河は,1886年モンクット王が阿

片税の徴収請負人であるプラ･バツィ一･ソムバット･ボーリブ-ソに阿片税を投じて掘削さ

せ,1872年 ラ-マ五世チュラロンコ-ソ王の時代に完成したといわれる (図1参照)｡両運河

浴,メ-クロング川流域で華僑が営んでいた砂糖園,疏菜園,果樹園とバンコクを直接結びつ

け,莱,塩,海産物をバンコクに運んだことはたしかである.14)

1870年 前 後

調査地オム･ノ-イ村と最も関係が深いのは パシィ～･チャル-ソ運河であり,その直接的

な機能は上に述べたとおりである｡ しかし潜在的機能については,1870年前後の社会経済史的

意義にふれないわけにはいかない｡1866年から1872年というと,モソクット治世の終末である

とともにチャクリ改革の前夜でもあって,いろいろな意味で大きな転換期にあたる｡

モンクット王の治世 (1851-1868)は,輸出面では米よりもむしろ砂糖の時代と重なりあう｡

それは王が,1855年にイギリスと通商友交条約を結んで自由貿易を宣言したことの当然のなり

ゆきでもあった｡1810年ころ,湖洲人によって導入された砂糖きび栽培はメ-クロング川流域

に発達し,1859年ころには最高潮に達した｡そして1860年代でも砂糖工場の乱立を見る有様で

あ-)たが,1871年に洪水による大被害を蒙ったのを契機として,国際価格の下落とともに衰退

してしまった｡15)

もちろん, このことはモンクッ巨Eが米作や耕地両帝の拡大に留意しなかったことを意味し

ない｡それどころか反対に, 自由貿易の状況下で荒地の水田化にたえず努力していた ことが

うかがえる｡ 1855年に米の輸出禁止を解くと,つづいて1857/58年には新開地に対する地租を

免除し, また,たえず衝役労働の徴集を抑える方針をとり,1861年には新しく開削された運河

ぞいの土地を親王に与えて水田化を奨励した｡18) こうした努力にもかかわらず,治世を通じて

13)laid.,pp.35-36.
14)Zbid.,pp.46-47;田辺繁治 ｢ChaoPhrayaデルタの運河開発に関する一考察(I)- Ayutthaya朝よ
りRatanakosin四世王治世まで｣『東南アジア研究』11巻1号,1973.p.44.
15)Ingram,JamesC.EconomicChangein Thailand1850-1970,oxfordUniversityPress,1971･
pp.123-124.
16)Zbid.,pp.76-77;友杉 孝 ｢タイ土地制度史ノ-ト- タイ農村社会史の試み｣『アジアの土地制度と農
村社会の構造Ⅱ』アジア経済研究所,1967.p.102.
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米の輸出はふるわず不安定で,1860年後半になると輸出量はむしろ減少をきたしている｡】7)商

品米としての稲作がブームを引き起こし,輸出が着実に伸びはじめるのは1870年からのことで

あって,それはチャクリ改革におうところが大きい｡

ラーマ五世チュラロンコーン王 (1868-1910)はモンクット王の方針をさらに横極的 ･本格

的に押し進めた｡ まず新開地の免税期間を1年から31-Fに延長したのをはじめとして,1874年

から1905年にかけて奴隷制度を廃止 L,1877年から1901年にかけて格役労働の金納化を完成

して社会制度の改革を遂行した｡ 他方, 運河の改修整備の段階を経て, しだいに擢概と耕地

両横の拡大を目的とする運河の建設に力を注いでいった｡18) 1889年にはじまるラングシット運

河体系は,政府の手によるものではないけれども, 画期的な変化があった ことを物語 ってい

る｡

このように両治世の政策は,ともに稲作と水田化に対して環境的,経済的,社会的な誘因を

作り出す方向に作用していたことが知られる｡ 両者の問の根本的な相違は稲作に直接たずさわ

りていた労働人口の在り方である｡ モンクット王U)時代には,まだ古代的な土地所有のもとで

希役農民や隷民が生産に従事していたが,1860年代末にはすでに解体現象がみられ,1870年代

になるとチャクリ改革により促進され, 自営農民となりうる広範な層が形成された｡19)そのよ

うな人々にとって,モソクット王時代の幹線運河は新しい目でみなおされたにちがいない｡と

いうのは, それは,かれらがデルタの内陸部に自然の排水溝を利用しながら濯概のための小運

河を掘削する上で,きわめて有利な条件を与えたであろうからである｡ そこに1870年前後の社

会経済史的意義が見出される｡

村 の 歴 史

調査地オム･ノーイ村もこうした商品米としての稲作ブームとともに発展したところである｡

パシィ一･チャルーソの運河ぞいからはずれたこの村では古代的な大土地所有は形成されなか

ったであろうし,またラングシット地方のような近代的な大土地所有も生じるはずはない｡若

干の地方貴族がいたとしても,村の大部分は自営農民によって開拓されたものと思われる｡

低地と微高地の織りなすオム･ノーイ村には, 小運河オム･ノ-イ (KhlongOm Noi)と

シィ一･サムラーソ (KhlongSiSamran)を主流とする二つの小運河体系があり, ターチソ

川, パシィ一･チャルーン運河, および上手の小運河網と接続している (図1,図2参照)｡

オム･ノ-イ小運河体系内には部落N0.1からN0.8までが分散Lており,その中心はオム･ノ

-イ寺 (WatOm Noi)である｡ 他方シィ-･サムラーソ小運河体系には部落N0.9からNo.13

17)Ingram,op.cit.,p.44.

18)Iaid.,pp.77-79.

19)友杉,前掲,pp.104-105.
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までがあって,20)その中心はシィ一･サムラーソ寺 (WatSiSamran)である｡ つぎに述べる

断片的な資料を総合すると, だいたいこの村は1870年前後にオム･ノーイ運河の周辺から開拓

され,その後, 分流を掘りながら次第に広がり,1920年頃までにはシィ一 ･サムラ-ソを主流

とする小運河体系を発展させていった｡

オム･ノ-イ運河の開削年代は不明である｡ しかし記録によるとオム･ノーイ寺は,1875年

に村人が16ライあまりの土地を寄進して建てたといわれる｡建立にさいしては,隣村オム･ヤイ

村 (ナコ-ソバ トム県サムプラ-ン郡)のタムマモーシット寺 (今はワット･ラ-ソグ寺)か

ら古材を集めて建築材とLて利用された｡ 部落N0.4の現部落長の祖父も発起人の一人であっ

たが,彼はナコ-ソバ トム県のサムプラ-ソ村から移住して来た人である｡ かればかりでなく,

オム･ノ-イ村には祖父母の代にサムプラ-ソやナコ- ソ ･チャイシィ-から移ってきた人が

多く,今日もたとえば部落 N0.6や No.12の部落長のように, 単に親戚をもつにとどまらず,

出身地の寺で催があるような場合には寄進委員に選ばれて, 村と村との間に親密な繋がりを保

ち続ける役割を果たしている例がみられる｡

分流について若干の例をあげると,部落 N0.2を通るクロング･ケ-(KhlongKhae)は1900

年ころ,同 じ部落のソーング･ウィルソラ- ト (SongWirunrat)は1937年ころ, 部落 N0.5

の--ク･ノーイ (KhlongEgNoi)は1939年ころに開削された｡

シィ一･サムラーーン運河の開削は1920年ころといわれるが,これには部落 No.12の前村長が

多くの労働力を集めて区域内の工事にあたったと伝えられる｡ 部落 No.13を通る分流クp-ソ

グ･ケ-ム (KhlongKhaem)の開削もこのころのことである｡ こうした小運河体系の発展と

ともにオム･ノ-イ村の水田化は進み,1940年ころには農家の戸数も相当増加して稲作地域と

して押しも押されもせぬ地位を築いていった｡ このころになると,行政村内に一つの寺,一つ

の小学校では不充分となり, シィ-･サムラ-ソ寺とワット･シィ一 ･サムラーソ小学校が新

しく建設される｡ 記録によると,シィ-一･サムラーソ寺は村人から20ライあまりの寄進を受け

て1940年に建立された｡そのとき中心になって活躍したのは部落 No.12の部落長の父方の祖母

と叔父,および妻の父にあたる前部落長と息子であった｡寺の名称は前部落長の名にちなんで

つけられたが,それは散人が運河開削に残した偉業を偲んでのことであった｡

こうして戦後10年もたった1957年にはオム･ノーイ村の戸数は約425戸であって, 郡役所

米穀課の記録によると, そのうち303軒が水田農家であり全体で10,224ライの水田を耕作して

いた｡残る152軒については129軒が労働者,10軒が商売,7軒が官吏の家族であった｡そして

20)今臥 部落には番号が付けられており,名称を忘れてしまっている場合がしばしばである｡No.1Khlong
OmNoiは運河の名称;No.2KhlongKhaeも同様運河名:No.3RaangNanSaiは低地をしめす地形;

No.4Thaew は ｢運河ぞい｣;No.5NaDoonは徴高地の水田;No.60mNoiは運河名;No.7Khok
TonKluaiは｢バナナの木のある高見｣;No.8NoongBuaは｢蓮の繁る沼沢｣;No.9NoongNogKrasa
は｢鳥のいる沼沢｣;No.IOKrathumlom は｢倒れた大木｣;No.llDoonは｢高見｣;No.12SriSamran
は運河名;No.13RoongMuuは｢軒並｣を示す言葉をそれぞれ部落の名称としている.
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自小作別農家形態についてみると,部落N0.9を除く他の12部落の水田農家289軒のうち自作

131軒, 白小作69軒, 小作89軒の割合であった｡ これが都市化の直接的影響を受けはじめたこ

ろの村の姿である｡

IIl都 市 化 の 衝 撃

以上オム･ノーイ村について地理的,歴史的,現代的な位置づけを試みた｡そのことから当

村の発展の様子には三つの大きな時期があることがうかがえる｡ 第1-は1870年から1920年頃に

至る水田開拓時代,第二はそれ以後の戦前戦後を含み1950年代中頃までの米作農業の発展期,

第三は1956年にはじまる産業化政策と重なる都市化の時代である｡

道 路 建 設

デルタの農民が一般にそうであるように, 戦前オム･ノ-イ村民にと-)て便利な唯一の交通

機関は,すでに触れたような小運河網と幹線運河および河川であった｡サムット･サ-コーン

やグラトゥム･べ-ソの町に出かけるにしても,また トンブリーやバソコクに旅するにしても,

かれらはまず小運河オム･ノーイを下-つて辻回し, それからそれぞれの幹線水路を利用するの

がつねであった｡ しかし,それも普通は近くの村や町に限られていたようである｡村人のなか

には,まれにバンコクに逗留して働いたり, あるいは大学に膚をおく者もあったが,その数は

予想外に少ない.21)

現在の国道ペット･カセームと県道セ一夕キットの旧道が開通したのは戦争直前の1938年で

ある｡ もともと4メ- トル幅で砂利舗装もなかったが, 戦時中1943年アスファル トに舗装され

た｡戦後1954年に全国幹線道路8路線の拡張 ･整備 ･新設工事が計画され,1957年にはサラブ

リーとコーラー トの間が開通したのをはじめとしてつぎつぎに実現されたが,22)ペット･カセ

-ムについては旧道の二車線拡張工事が1968年に完了L, さらに1971年には四車線の体裁をと

とのえるにいたった｡

その間バス交通網の発達にともなって村人の国道利用度も高まり, 今日では/ミソコク･トン

ブリ--の通勤者も多くなっている｡ たとえば,世帯主148名 (部落 N0.4とNo.6)について

1971年にバンコクへ出かけた頻度を調べると, 全く行かぬ者26人 (17.6%),月に1-5回の

者45人 (30.4%), 6-10回の老11人 (7.4%), そして11回以上の者66人 (44.6%)となって

いる.33)これにひきかえ1957年頃の状態について傾向をうかがうと,世帯主35人 (当時の平均

年齢46才)のうち, 年に2-3回という者が最も多く17人 (48.5%), 月に1回ぐらいが16人

21)15年前に農家の世帯主であった老35名のうち,その年までに出嫁のためにノミンコクに赴いた者は5名で
あり,いずれも数カ月一回の経験しかもたない.
22)InternationalBankMission.A PublicDevelopmentProgyamforThailand,TheJohnsHopkins
Press,Baltimore,1959.pp.135-136.

23)YutSakdejayont.VillageLifeNearBangkok,DiscussionPaperNo.65,TheCenterforSontheast
AsianStudies,KyotoUniversity,1973.p.2.
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(45.7%)毎日のように行く者が2人 (5.7%),全く行かぬ者1名 (2.8%) となっている｡

これらの数字をくらべると,道路の整備が進むにつれて, バンコクを訪れる人の数や頻度が,

近年とみに多くなっていることがわかる｡

このようにして1940年代にはじまる道路の発達は,村人が都市の生活に直接ふれる機会を多

くし,そのことによってかれらの生活に変化がもたらされたことは否定しえない｡ しかし運河

から道路-の転換の意義はこうした直接的な結びつきよりも, 都市的要素の進出のなかに見出

される｡ オム･ノ-イ村では,それは住宅予定地の出現,工場の建設,商店の増加として現わ

れ,これらが発展していく過程で農民の生活や村落社会が根底からゆさぶられることになる｡

住宅 ･工場 ･商店

現在,村内には分譲住宅予定地が5カ所あり,そのうち2カ所は官吏と軍人の住宅地として

割 り当てられている｡ 両者をあわせると面積は約 1,000ライになる｡ 他の3カ所は村内および

バンコク在住の不動産業者が経営するものであって,合計300ライ程度の規模である｡

これらの分譲地は1960年ころから付近の幾民その他から買い集められたもので,もともと水

田地帯であった｡ トンブリー市街地まで串で20分という地の利をえて,希望者が殺到し,すで

に購入ないし予約折になっている｡一区画の大きさは%～%ライくらいで,たとえば官吏分譲

住宅用地についてみると,500ライあまりの敷地が1,200人によってしめられている｡ 購入者の

屠任地をみると, バンコク･トンブリ-が900人あまりで,全体の8割近くをしめている｡ こ
れに対してサムット･サ-コ-ソや, その酉にあるナコ-ソバ トム,およびサムット･ソソク

ラ-ム県の購入者は少なく50人あまりである｡ 残る200 人あまりはそれ以外の県の居住者であ

る｡ すべての分譲地に住宅が建てられれば,ベッド･タウン化することが予想されるけれども,

現在のところ整地作業もほとんど進まず,放置されており,むしろ荒廃地化している｡

農地の転用は住宅ばかりではない｡ 昔は精米所しかなかったこの村に,1960年ころから次第

に大小の工場が建設さjしてきた｡巌も古い工場は陶器類製造工場の一つで,以前は家内工業的

な存在であったが,1959年に敷地と設備を拡張して基礎を固め, 今日では雇用労働力1,329人

をかかえる大企業に成長している｡ おおよその数字をあげると,こうして1962年には56ライの

土地に5工場が,1967年には128ライの土地に16の工場が,1972年には384ライの土地に40あま

りの工場が操業していたことになる｡ これらの工場はすべて国道と県道にそ-)て,あるいは少

し入ったところに建てられている｡

このようにオム･ノ-イ村が急速に工場地帯となった理由として,交通の便利さ,安価な土

地,および豊富な労働力という有利な条件に恵まれていたことはいうまでもない ｡ しかしその

背後には,たとえば1964年に設立されたタイ国産業融資公庫(hdustrialFinanceCorporation

ofThailand)紬 にあらわされるような産業奨励政策の効果があったものと思われる｡ さきに

24)Silcock,T.H.(ed.).Thailand,SocialandEconomicStudiesinDcvelobmcnt,AustralianNational

UniversityPress,1967･pp･272-273.
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触れた40の工場は,いずれもタイ ･華僑系資本による企業であって,大きいものはほとんどが

バンコクに事務所を設けている｡ 原料については,窯業のようにヒソ･コーソやラヨ-ソグか

ら運送されるものもあるけれども, その他の製造業はすべてバ ソコクから輸送され,製品はす

べてバソコクに送 り出され国内市場に流される｡ ただし,なかには国外に輸出されるものもあ

る｡ たとえばシンガポール向けの給水パイプ,アメリカ向けの衣料品を製造する工場も見出さ

れる｡

目下操業中の工場の規模と製品内容は表1のごとくである｡ 最も盛んな産業は繊維 ･織物 ･

衣類工場であり,比較的活発な動きをみせているものとして陶器 ･タイル製造,金属製晶,ま

たタイヤとチューブ,手袋,草履などのゴム製晶がある｡ それ以外にビスケット,麹類,人工

皮,扇風機,線香,酸素ボソべ, トラクター修理などの工場が見出される｡ 規模についてみる

と,100人以上の雇用労働力をもつ大企業のなかには,労働力1,730人の織物工場と労働力1,329

人の陶器工場が含まれており,それ以外は350人以下の工場である｡100人以上の大企業15工場

に対して,30-100人の労働力を雇う中企業は17工場,30人以下は10工場となっている｡ 後者

のなかには,わずか数人の労働者しか雇っていない家内工業的な織物工場と陶器工場が一つず

つ含まれている｡ このように見てくると,オム･ノ-イ村の工場は比較的規模の大きいことが

わかるが,就業中の労働者総数は6,000人を上回る｡ したがって当村内の労働力では間に合わ

ず,地方の諸県からも相当数の労働者を集めており,そのために宿泊施設を備えている工場も

多い｡

住宅や工場にくらべると,商店の都市的進出はまだほとんど感じられない｡ 開業 したばかり

の銀行支店,スチール製ロッカー ･キャビネット類の販売店, ガソリン･スタンド,あるいは

店舗用長藍を村人に貸し与えている例が見出されるにすぎない｡村内の商店のほとんどは, 国

道 ･県道の利用者や工場で働く労働者目当ての飲食店が圧倒的で, たいていの場合,日用雑貨

表 1 製 造工業 の内容 と規模 (1972年末)

種 別 30人以下 30-100人 ; 100人 以上 :工場数･計

織維･織物･衣類

陶器･食器･タイル製造

金属製家具･建具･/くイブ接合等

ゴ ム 製 品

食 品 加 工

人 工 皮 加 工

電 機 機 具

化 学 製 品

線 査

機 械 修 理

計 (工 場 数)
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表 2 村内小事業所 (1972年末)

飲 食

理 髪

香

餐

精

不

工

種

内

勤

事

蒜

立

修

工

塵

請

･
仕

米

貨

良

理

莱

所

莱

負

タ ク シ

計

46

12

44

2

2

11

晶の販売をもかねている｡ 表 2は村人によ

る事業所の数と内訳けを示したものである｡

不動産業 2軒, 精米所2軒,工事請負1軒

をのぞくと, いずれも月額所得は20,000バ

ーツ以下である｡ しか し,こうした小さな

事業所の数は年をおって増 加 して お り,

1967年には48カ所にす ぎなかったのが1972

年現在では71カ所にふえている｡ なお, こ

の表には月額2,000バーツに 満たない小売

業は含まれていない｡

土 地 利 用

衷3ほ1970年に書き改められた土地台帳を集計 したものであって, 村内にある国有地以外の

すべての私有地について利用日的と所有者の居住地別に面積を示したものである｡ この表によ

ると村内居住者が所有する土地は全体の54.5%, 水田についても60.3%であって村の土地の

4-5割は所有権が村外に移っていることがわかる｡ なかでもバンコク･トンブリ-居住者の

所有する土地の割合がかなりの比重をしめてお り,地主は東にありと言ってもよい｡ このこと

は,転属 ･売買 ･抵当流れによる土地の移動が かなり早 くから進行 していたことを物語ってい

る｡ 現在,稲作を継続 している農家のなかにも,若い頃あるいは親の代に農地を失って小作人

になってしまった例があり, ｢昔に比べて村の土地が少なくなった｣ という部落長の言葉を裏

付けている｡

土地利用についてみると, 分譲地や工場の進出にもかかわらず,依然として水田の割合が多

く,全体の80.6%を しめている｡ 表 3の宅地 ･空地の欄は分譲地とみなしてよく,それは工場

表 3 地目別 ･居住地別土地所有面積 (1970年)

居 住 地 水田 【

オム ･ノーイ村 内 4,579

ト ソ 7 1' - ･ 355亨

水田
(贋地 )

1

660

~~義 T2r

鎮 座漁 場.放牧叫
〉

2 6
__ー-~~~~■~一､--~~~】
779. 55う

不 明 5 80F 237

(単位ライ)

1

二6

.
0

0

4

rI

ー

-
_-
-

7

L!
O

F

0

E

FE

■

･-2

･
0

0

4

161】 69≡ 4烏,914

二 ∴ 二 二1221,530

二∴ ニ:; 二三 二二 三:

10i7! Oj O 15; 77. 0… 16.; 442

計 5,5603,124: 381 49 76. 104 44 1,271 87 65:10,761
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用地をも合わせて,もともと水田であったから,オム･ノ-イ村のかつての水田面積は約10,000

ライと推定しうる｡ すでに述べたように,1972年現在では工場用地と分譲住宅地は約1,680ラ

イに増加しているので,水田の非農業用地-の転用率は16.8%になる｡ そして残る8,320ライ

の土地が現在も水田として登記されていることになる｡ 他方,後で触れるように村内の全鹿家

の水田経営面積は約5,700ライであるから,それ以外に2,620ライの水田が村内に存在すること

になる｡

この水田の管理内容を数字で示すことはできないが, ありそうなこととしては次のことが考

えられる｡ 水田の所有者には,村内居住者もあれば村外居住者も存在する｡ その割合を表3か

ら直接 うかがうことはできないとしても, もし村内居住者の所有するものがあるとすれば,そ

れは耕作されずに放置された水田であるはずである｡ 後で述べるような状況を考慮すると,そ

ういうたぐいの水田が数百ライあっても不思議ではない｡村外居住者の場合については,村境･

県境近くに居住する者であれば,自分で耕作することもできるし, 自分の村の者に小作させた

り,農業労働者を雇うこともできよう｡ 遠くの居住者については,事実上,自分で耕作するこ

とは不可能であるから,所有する水田の近くに住む者に小作させるほかはない｡その場合には,

それは村人が経営する5,700ラブィの水田の中に含まれているはずである. そして,もし含まれ

ていないようなものがあるとすれば,それは放置されているはずである｡ 農業労働者を雇うこ

とも考えられるが,一般的状況として,村の中には現在そういう地位にあまんじる者はいない｡

このように見てくると,さきの2,620ライの水田の中には荒廃地化した水田が相当ふくまれて

いそうである｡

以上オム･ノーイ村に変化をもたらす都市的要因について眺めてきた｡つぎの稿では村の内

部に立ち入って形態学上の変化,脱農現象,村落生活の変貌に焦点を合わせることにしよう｡

484


